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科 学 の 再 建 を め ざ し て会社

Ｉ 小室ゼミナール

’'､窪ゼミ'ざ他｡州澆会上!まここな’て、''､童画閏吹を識f剛３百主酌1さゼミナ
-1し上！､ぅ形を上うて'､吾｡11､室直鮠は↑既に御存知の方物ぃ上思う秋.、日本
の社会耒祥黒においてきわめてユニーク港存在上して内外の注目を集め了圭臥物
で銘．彼の津間F橘歴１こつ{'̅ては．逝菫「倦幾の蟻i砦」(Wﾔﾓ>ﾄ社刊'IW6)

篭‘纈壽蕊縄繩篭鰄雲醗鰡籍鱗茎鶴
に晦方諾論にさって示土金箔学の再建をおこ官わなｄdﾍぱならな'､こいつＴ渓意｣て-
あうた｡彼の謨によ水ば､政冶辱な３屯のはもこもこ宥在しないも同溌で奉り、経
素津上社会章は近年の擬なﾊﾗﾀ､ｲﾑ狐聿,の続出j､らうU､,､､わ州ように､３．、
生命'3W|の湖で､忠言｡ｈいゆIILな会彰老はう3,列､し̅ZはいちいなＩ,｡早くしな
いし社会軍はなくなう了し舌う･辱くな5噂ぃうちにわしＭ小ｑ手で､再蓮しなけ小
'ざなら葱い上いうのてあ３．
現在P)II､篦ゼミは、このようにＴ社会,学-再建』ひ!、でIさＴ社会純芋の項建４ｔ
いうｲ輪老若負う圃馴て購牡大ない-Z､猟狐'1､室ｾ､ミ壷刊戚週姪に着目す
る上鮎らざしもスケー'しの大きなものであった上'きいえな(､｡[l、1重ゼミ｡､前身,ざ、
1､I茎直師が政治彰斫境科左津中に職蒙にお!､了主催し了《､た耐hQ9IMJI｡｡l
Ofeconolv,icg'!て、左つだ．こ○、含主ゼミは理論経瀞毒屯中心上し_て、乳の理露のた
ふに仏奪な誘ｊ学節知識袖身にうけようこす：いて､記,て．当時の凄譲者に途社
会璋壱てr｢紛争上蓋』の若蔵-ぁ3広瀬二『子氏､軽誌上会蓉老叺原山保氏.教書在
会津者．､中山麗子氏ら肌､た｡当噌,ざメンバーに-MMW<,寺たの姑を.̅WIQW
WowI,erYsSbho｡IUMonoiv'its''とい小いた上いう。
田曇憲剋脚癖うには極めて遙発に、し､､し外見上は細点とおこ底わいて(､た倉主
ゼミは､昭和卿年に至､て神q地を当社会報i屍室I妙さに尽版、､黍t金澤輔淵
仇大軍院生を加え３こ眺馴§剰主の,,､重ゼミが出柔却$.弓こ上に存弓.当時の
主雲クルパーは．厚東〕輔氏〔大阪大津専'詮議下)、辱穣丈螂氏〔千葉大筐助手)、
高田昭差氏(成躍大韓任筆師)、今田高機氏(鯨大津助手）、鼬和夫氏(米
留彰中）らて､あ'た脈､現在はほぼ轡t交代小､完』し以下の諸氏か､牡会津研寅斜所
属｡)メンバーｔしてば在籍して‘,３こ上に万３．〔ただ、し臼倉幸舅氏は修舗葦の
舞合上こQ)石f穴/会報告には参加し了い噂(1も｡､のメンバ､ーハー駁_志3°きた薇農
毒｡､学部彰生教謙士公津．､大津院生も象ｽｺして‘,３｡）
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‘ 本舛虐叩I､宮ゼミは「社鎌卜彰｡､覇建』を大目標上し̅て褐If､､/乏血に至言董鐘と
軽辨榊I心こした講義こう蝿が.おし辱い小た・孔て経購I地震写数置串して
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知識および諦訂毒につ!､ては、サブゼミとし-て橋爪_大三自阪を講師岡３別ワク
､官主ゼミを爵､た。両方のゼミを/制うせて週'○雪間上､、うハード､スケジ､ユー化T、
あった駅みなよく頑張った上思う。い、しな散ら‘褐'ずにE噂｡､大きさ‘に比べ̅z3f､
｝uざ．この-年閤了．真につけたも｡､'苫亮血(さど必くな,､。きだきだ宅t闘割筐舅建へ
0遣は通､いてぁ３．
以下は、不十分なか､弛､この-蝿l'l､'室ゼミに参加した画名が"ﾌi4L.3JIIL｡,渦謹意
識にRPして老えたここ､石i虞し雁ことをコラム巻藍にざ上小に心｡､で、畠3. ’

Ｉ

ｌ軽秦学と社会単上総締農学
秦昔机|､薑ざﾐに封ｂＬだのは､謎洲誇薪捨雄軸しぉと来意味から
に他吟ら噂かつた｡卒論て消謝滴にう(､了とｈあげ､その社会彰酌,帥Tについて
基孑老えぢこ上によ’了、経裁土会j三輪上のを自己兎にイメージ､し、そ'llに対し
て興味鋤ぃTtAで私は大蓉院で(”姑がら怒涛註会堂湾攻輔う執ていた
いであ3°おしたとこ3が､大'垂院て､'抑､町有始なll､苣雛板が糖上軽鬚彰を敬
えて１，３い､うのて卑蓮参加し唯小'ﾅ宅､あ言‘(昭和絹年到春て泰'た｡）
参加してみ言と‘初肋｡､うち'玉数彰ぱ6w)て開口し櫛w,負頃は理論軽秦掌に噂
り、ル､な0興吠をもって勉強朔こ上水出天提｡il''重離t民{堪本酌にはミウロ的
色彩の強い人なのぜ、軽鬚逹臥内職,ミクロもv坐洲ｆ肌墨咋LE{す．､pqj客を伽に、
りなｎにも聯て､壬砲は,l息先庄の傭いに指導のおかげだと思う了！$言。
さて､窓塞鍾上祇会彰L迄燕t会津いま徽脆匪漁にぷり、zto､関魚を掴､‘,薑
葦で述べ：こⅦ剛､なか虐易Zない｡私は修土論丈のま之がき-Zf篭の勵雛整
理L-Z外おの色が､､現j生競3甑ルて外3と説き、納得｡》{､く土のに|きな、-こいな'い、
現y甥､っていさヒヒは．毛んな大ｚｔ小た問題を考え３よりIざ、自分｡､当面でき：仕
馳総ﾑに小たつ､け̅ZゆけIざ､IO耳捷ぐら‘､には白銀1罐之か．で､3だ3う、上［､う
ことで玉３。しも、しそう(､ってしき、元I客射ふたしない。’○坪こ‘､A)す､.l"'|
ケ目て､屯､経濤j学や社念'学にフ$､ての理震が翼き(kぱ､、こ公三つの筐問の各々 につ
{､ての認識水源き：お３う。油たびごとにま上品てみtklば､(1(､｡､だ､。論!､>に
意味て､-こ今丈茸I310年屯のの頷附債の｜耳目｡､順､｡､ようないT,､あg｡
さて本題に)､５怠け巾{ざならな{)｡現在私｡､老え：ここ3可､徳.総饒t会津上‘，
う屯｡､低経素現象強士会津飴に研究古3t"｡>-z､玉3｡し櫛僻､'て纒添t会津は詮
/会淳珂一種で･あ'て‘紅茶唾の一種批魏。糊§､がな会騨6て､ふって題馳w､軽寿
調なのであ3。…--------し､､しこ小-Z､Iさ向い､うたこ上にはならい､、そ人
危こ上(ま‘､わ#し辱くて毛Ihかつ元１，３、と人は'トラだ３ｓ。け小上､毛、こ'kだ'すで・
擦外内塔'さあ3｡､お｡養想‘､粒会測で韻域が，纒講酌上いう踵間に対して‘漣恩
赦経鬚彰屋)Z､領域が証金澤路上!､ろ学問も晶言鋤循｡私旬恋蒜E会厚に>{､て｡､上
5Z方は後老謝醗輔いな‘,て､あ3°受して私の主要濁叱感も‘,フた惹月王Z.
の経素奄会唾の方にあき。＝--------ここ言小､残念にして催しあら<IJ､<!|､篦紀
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と|さいう毛｡､の、誠港．後老‘！ずⅢこ輔､をおくにせよ､研喰7．ロセスに調い之軽
>緯上宅i金踵‘,両方を洋ばなけ↓uざ鮎店(、ここには軸nな<""斉澤にフ!､で
↓赴会 室 鵜 受掌についても、｜|､１生生にき:ペきこ上は秒い･
上ご３て､、 穐穏か､社金澤弘でぁ3LＩ､､繧構風でぁ３Ｍ､('､oi'酢ビメ!(うこ

、 .

意味上鬼してい：のせ３うか？
問題に丈札て、ひ上ことてずばり上、たこえ'ざな会I=(3芋非/合理剛繭幸色よ

●

～ の
～

滴のみをILv)R(f3，上(､うこ上がて,垂〔しし制滴 を も 上 、 あ げ ､ 経 塔 津 ( さ 合 理 剛 、
ぱカッコい《、動だが､、ここ13亮収ほこ、簡単で､(浦ぃ｡粒会単総膏'学上(､，了も-
易小謎小αI平に種/晶紺ﾀrJ 舌〔麻間溌識侭衷､アブ､ﾛｰﾁを合人て調')､'快刀、

実難伏 ､為３．辰癩蕊想の遠'、乞いシ了の(丁３．，'さ困存へ氷１℃９斗一己ハ も上に両者奇
何j士鼓定稚し進給元い>-t三末に．が-吉て､い Z̅ハけら↓(3ような童!､耐穿り叩､玉

がフーてく３が屯知小呼IMv.、 現涯‘,私に'３孔tKほこ､。､力(3な(>・
総辨角甕想の童‘､を玉げて肝召上‘

、

そこで恩!､つくききに、紅金澤酌聴偲ヒ
ユ、 ；蹄璋ては、 数澤モ〒､Iい発展Ｌ晩に‘ラステム"､識ｳ癸想誰歩をｔげた

秦朴奪帥鴇洲さ'ざ毛を6L&̅Eきた。が､、 因果論や柔t屋洋で'す乳｡Ⅷたぢ奪い、、
兄‘ 軽素達-Zは、ミクロ 理論に貝らい３ように 挙証に基襟をもた噂‘、鈴哩妾毒
的 １鱗が大乏庖比重も占砧了きい↑､､称会'学で､は亮小に相当すものが見当ら
い１．
３． 軽溝工は、蒋術境燗!､ﾏ秤I(､F)M3認聴数か限ら｡,Lて！,：肌在会
還飴婁註研I究了､は茂ら“ 種議も導入しようＬさ雪。-
４ 経寿辱で､戚人 定 語 価 飴 倶間｡､意思沢アロセスに謂け３「」’|側に重妄伽細、

土/会 虐踵で､はむし３謝面o,内ぶど｡､納底諸騨から成十して１１～ll̅Zもにぶ･、ｆ
３ｂ､、巷に乳岨ら誌雲素かrどのよう時室観酌雲困に条件ず'すら血-z(I3かに章
虐亦説氷心できた。
『､ 軽素辱ては、人悶行 辱 ウ 檎亀状-すには‘)戸数の目G1堀（たt_R(ざｷ｜蓋I蕊橇）
墓か叩-こ(､3M碇伽､ちて温3水、 乗iご会彰て､はむいぉ目尾$罰機を鰻に

耐３ミヒル､､ﾀ゙ﾀ゙い。
なビ恢玄げら小左う。
私｡､蒻え３上こ3-t､'さ､こ小ら｡､中て．経瀧酌穂隠に融合岸が蝿 ラベ垂辱α'ず、

葦驚ｚ医､'雄<渓:べ蚊､怠く、３童.辱‘､Ｌ葦５点岫葦Ｉ点の汁で邦。そして-
l美師鈍モデlい 認顛趾、足‘､３薊ﾄに沿いTの肝岫Ｍ３べき上司Ｔ玉３。
何故写5、 鴬|農はな会嘩駅トータルを社会システム迄披さ上し輌順､ら、称 隙嘆に

鷺磯篝繍獣罪簔獺は政治達や窓涛岸以上に狭I、問題類域や
潔ユ点帥 ３ 菜 弘 手 上 輪 ぢ お 渉 ら 。 -

中心進で麩フーヒ、私もえの枇判に賛同す３Ｊ､ら． 聯迄､'措獅{'w,"いい'ご染＞
了いきから。 鯛葺斗､E崎/か蓑/体純弓‘､糟州I丼‘､凡‘らち 篤５童､毛や(測勿!、
方１吋、現崇に近_づ､〈ここ小､-ざを３か弓。
見し-て私は．３～５叫呈6,り、 総高現駐_詮会静蝋想てこら之たいと思って‘，、

間々 田孝夫）
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